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屈曲率を用いた中央構造線活断層帯川上断層西部の活動度 

             

米原和哉 

1．はじめに 

中央構造線断層帯は，日本を南北に分断す

る長さ約 360km の長大な断層帯である（地

震調査研究推進本部地震調査委員会，2011）

（図 1）。この断層帯の第四紀以降の変位は右

横ずれが卓越し，その速度は最大で約

10m/ky と求められ，断層帯の東部と西部で

変位速度に大きな違いがある（後藤ほか，

1999・堤・後藤，2006など）。本断層帯では

1960年代から活構造が認定され（岡田ほか，

1968，1973など）さらに 1980年代からトレ

ンチ調査が行われ，古地震についての情報が

蓄積されてきている（堤，2000）。 

 本研究で対象とした川上断層は，四国の中

央構造線活断層帯中〜西部にかけて存在する

全長約 30 ㎞の活断層であり，松山平野の北

東縁部から高縄半島基部を通り，小松町付近

まで追跡される（後藤，中田 1998）（図２）。

この断層は，西部では高縄山地の南縁に一致

し，南落ちセンスで南流する河谷を系統的に

右横ずれさせる。川上断層の古地震調査は，

西条市氷見地点（堤ほか，2000），西条市臼

坂地点（池田ほか，2014）で行われており（図

１中央付近），それぞれ過去 5000年に 4回，

また 4000 年に三回の活動が見られている。

川上断層の右横ずれ変位の平均速度は詳しく

わかっていない。 

後藤（2000）は，川上断層西縁の宝山に南

落ちの低崖が認められると主張し断層線を引

いているが，都市圏活断層図では断層線は引

かれておらず食い違いが生じている。 

本研究では川上断層西部の河谷の右屈曲が

顕著に表れる地域（東温市西部から北東方向

への山地に沿って，約４㎞にわたって対象地

域の地形分類を行った。また，既存研究にお

ける段丘の年代を活用し，現地で断層変位地

形を確認し，河川の屈曲量と上流の長さから 

 

横ずれ断層における活動度の指標となる屈曲

率を算出し，平均変位速度を求めた。また，

実測による屈曲量から，変位量と変位速度を

求めた。 

 

2．対象地域  

 川上断層西部の河川の横ずれが顕著な東温

市西部から北東方向約４㎞の範囲を調査地域

として設定した（図 2）。 

 

3．調査方法 

 本研究では，空中写真を用いて，地形判読

を行い，調査地域を中位面（Ｍ），低位面（L1，

L2，L3），沖積面に分け，さらに変動地形を

認定し，断層線を認定した。断層によって右

屈曲する河川に番号を付け（図 2），河川の屈

曲量と上流の長さを計測し屈曲率を表に表し

活動度を求めた（表 1）。また地形分類と既存

研究による段丘年代を基に，段丘の屈曲量と

大規模河川の屈曲量を 5000分の 1地形図か

ら判読し，平均変位速度を割り出した。 

川上断層西端の宝山では，ハンドレベルと

標尺を用いて測量し，断面図を作成し，上下

変位の有無を確認した。 

 河川の屈曲率から活動度を求めるのは，断

層線より上流の谷の長さが長いほど，谷の屈

曲量が大きいという松田（1966）の考えをも

とに安藤（1972）が実証し，有効性を示した，

一般的な活動度を求める手法の一つであり，

屈曲量（D）＝屈折率（a）×上流の長さ（L）

の式を基に平均変位速度（S）＝10a が成り

立つとされる。本研究もこれを活用し平均変

位速度を求めた。 
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図１ 四国北西部における活断層の分布 図左下の枠は図２の範囲を示す 

Kt.f 北方断層 Kw.f 川上断層 O.f 岡村断層 S.f 重信断層 

堤ほか（2000）に一部加筆 

図２ 川上断層西部の右屈曲した河川とその番号 

都市圏活断層図を基図とし,加筆（凡例は都市圏活断層図に順ずる） 
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4.1 屈曲率の調査 

 空中写真判読等の結果，東温市西部から北東

4 ㎞に向かって 14本の河川の屈曲が認定され

た（図２）。 

現地では断層線に沿って踏査し，川上断層に

よって右屈曲した河谷などの断層変位地形を

認定し，小規模なものは屈曲量の測量を巻き尺

で行った。中，大規模な河谷とその屈曲は，2

万 5千分の１地形図，また 5000分の１地形図

から計測した。上流の長さは地図上で計測し，

屈曲量と上流の長さ，またそこから求められる

屈曲率を表にまとめ平均変位速度を求めた（表

１）。前述の屈曲率（a）を求める式に当てはめ

計算を行うと，屈曲率（a）は 0.15～0.4 の値

が得られた。河谷の上流の長さ（L）とその屈

曲量（D）には比例関係が見られた（図３）。 

 

 

表１ 調査範囲の河川の屈曲率 

 

 

 

図３ 河川の上流の長さと屈曲量の相関図 

 

4.2 段丘面の変位量 

 本調査地域では段丘面を M，L（1，2，3），

沖積面の 5つに分類した。段丘面の年代に関す

る資料は得られていないが，岡田（1973）を

引用し，高位段丘，多摩面（15～50 万年前），

中位段丘，下末吉面（10～15万年前），低位段

丘，立川面（1.5 万～3 万年前）とした。本研

究の M 面は岡田（1973，2000）の中位段丘，

L（1，2，3）は，低位段丘にそれぞれ対比さ

れる。特に低位段丘は ATが確認されることか

ら 2.2 万年前頃に形成されたと考えられてい

る。 

段丘の変位がみられる渋谷川周辺の地形分

類を行い，沖積面の屈曲量は現地測量を行った。

地図上での屈曲量の測量も含め，三つの地点で

屈曲量を求めた。Loc.1,2では，L2面に沿った

河川の屈曲を巻き尺により測量しそれぞれ約

44ｍ，40ｍの屈曲量が求められた（図４）。

Loc.3の L2 面の屈曲量は 5000 分の 1 地形図

から計測を行い，その変位量は約 85ｍであっ

た。屈曲量の測平均活動間隔は，堤ほか（2000）

などの既存のトレンチ調査の結果を含め活動

間隔を割り出した池田ほか（2014）の 765 年

～1193年を用いた。 
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図４ 松瀬川周辺の地形分類と屈曲量 

 

4.3 宝山の断面図作成 

空中写真を用いて宝山の地形分類を行い(図

５)，４地点でハンドレベルと標尺を用いて測

量を行い，断面図を作成した。宝山は L2面に

認定され Loc.4,5の断面図では後藤ほか（1999，

2000）が断層線を想定した付近で約３ｍ程度

の明瞭な南落ちの変位が認められた（図６）。

東側のLoc.4,5で変位が見られたことから川上

断層西端，宝山では南落ちの縦ずれ変位は存在

すると考えられる。 

 
図５ 宝泉地域の地形分類  

Loc.4,5は断面測量位置 

 

 

 

図６ 宝泉の断層を横切る地形断面図 

 

5.1 屈曲率から求める変位速度 

 上流の長さと屈曲量をまとめた表から求め

られた屈曲率は a=0.15〜0.4となり，川上断層

西部の横ずれ平均変位速度は 1.5m/ky〜

4m/ky だと考えられ，本調査地域の活断層の

活動度は A 級と推測される。本調査地の西部

と東部では，おおむね西部側で変位速度が大き

く，東部に行くにつれて変位速度が小さくなっ

ている（表１）。池田ほか（2014）では，中央

構造線活断層帯での縦ずれ変位速度は四国西

部で最も小さく，中央部にかけて大きくなる傾

向があるとしている。川上断層の西部で横ずれ

変位が大きく，中部に向かって横ずれ変位が小

さくなることは川上断層が東部に向かって縦

ずれ成分に移行しているためだと考えた。 

 上流の長さが 800m を超えている河谷の平

均屈曲率がそれ以下の河川の平均屈曲率より

明瞭に大きい。このことは長い河川の上流の長

さを過小評価している可能性に起因すると考
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えられる。屈曲量が大きい河谷はそれにほぼ比

例するように上流の長さが長大になっており，

かつ複雑な山地が源流となっているため，地図

上での判断が難しい。よって，上流の長さを過

小評価する可能性が高くなる。 

 

5.2 段丘の変位量から求められる変位速度 

 4.2で述べた段丘面の年代データと川上断層

の変位量を用いて平均変位速度を算出した。 

Loc.1,2では，沖積面上の河川の屈曲を巻き

尺により測量しそれぞれ約 44ｍ，40ｍの屈曲

量が求められた（図４）。沖積面の詳しい年代

は分かっていないが長く見積もって一万年前

以降であると考えられる。そこから求められる

平均変位速度は Loc.1で約 2m/kｙ以上，Loc.2

で約 4m/kｙ以上になる。河川の屈曲が活断層

の活動に起因したものと仮定して，沖積面の変

位速度は参考程度にとどまる。 

L（1，2，3）は約 2.2 万年前以前に形成さ

れていると考えられており，既存の年代と

Loc.3の変位量から求められる平均変位速度は

3.4m/kyと算出できる。よって川上断層西部の

活動度は A級である。 

 

6．今後の課題 

 今回の調査では河川の屈曲率と段丘の屈曲

量によって川上断層西部の横ずれ平均変位速

度，宝山の断面図作成によって川上断層西端の

上下変位の一部が明らかになった。しかしなが

ら屈曲率を用いた算出は著しく屈曲量が大き

く，上流の起源が不明瞭な長い河川での評価に

課題を残し，段丘の屈曲量に関しては変位速度

を求める数のサンプルの数が不足している。ま

た沖積面を中心に細かく地形分類と年代を明

らかにすることで更なる詳細な評価をしてい

く必要があるだろう。 
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